
　
　

一
、
序

万
葉
集
の
高
橋
連む

ら
じ

虫
麻
呂
歌
集
所
出
歌
で
、
虫
麻
呂
の
作
と
認
め
ら
れ
る

「
富
士
の
山
を
詠
む
歌
一
首
幷
せ
て
短
歌
」（
巻
三
・
三
一
九
～
三
二
一
番
歌
）
の
長

歌
三
一
九
は
、「
な
ま
よ
み
の
甲か

斐ひ

の
国
」（
原
文
「
奈
麻
余
美
乃
甲
斐
乃
国
」）
の

表
現
か
ら
始
ま
る
。
そ
の
枕
詞
「
な
ま
よ
み
の
」
の
語
義
と
「
甲
斐
」
へ
の
懸

り
方
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
二
本
の
論
文
に
お
い
て
、
ま
た
拙
著
『
甲
斐　

万

葉
の
歌
譜
』
の
中
で
詳
細
に
論
じ
た
。
そ
し
て
、「
な
ま
よ
み
の
」
は
「
並な
ま

吉よ

み
の
」
で
、「
山
々
の
並
べ
方
（
排
列
）
の
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
の
」
の
意
を
も
っ

て
「
甲
斐
（
交
ひ
）
の
国
」（
山
々
が
幾
つ
も
交
叉
し
重
な
っ
て
続
い
て
い
る
国
の
意
）

に
か
か
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

本
小
稿
で
は
、
補
考
と
し
て
、
高
橋
虫
麻
呂
の
歌
の
用
語
と
の
関
連
を
考
察

し
て
、
一
連
の
考
察
の
筆
を
擱お

き
た
い
と
思
う
。

　
　

二
、
高
橋
虫
麻
呂
歌
の
「
並な

む
」

高
橋
虫
麻
呂
は
赴
任
し
て
い
た
常
陸
の
国
（
現
茨
城
県
）
を
検
税
使
と
し
て

訪
れ
た
「
大
伴
卿
」（
大
伴
旅
人
と
覚
し
い
）
を
見
送
る
「
鹿
島
の
郡
の
刈
野
の
橋

に
し
て
、
大
伴
卿
と
別
る
る
歌
一
首
幷
せ
て
短
歌
」（
巻
九
・
一
七
八
〇
～
一
番
歌
）

を
詠
み
成
し
て
い
る
。
そ
の
歌
に
、
大
伴
卿
の
乗
る
御
船
が
漕
ぎ
出
し
て
行
っ

た
あ
と
に
残
る
者
た
ち
が
大
伴
卿
を
恋
い
慕
う
様
子
を
想
像
し
て
、「
浜
も
狭せ

に　

後お
く

れ
並
み
居
て　

臥こ

ひ
ま
ろ
び　

恋
ひ
か
も
居を

ら
む　

足
ず
り
し　

音ね

の

み
や
泣
か
む
」
と
詠
ん
で
い
る
。「
並な

み
」
の
原
文
「
奈
美
」（「
美
」
は
『
万
葉

集
略
解
』
に
よ
る
妥
当
な
補
字
）
で
、
四
段
活
用
「
並な

む
」
の
連
用
形
を
表
わ
し
て

い
る
。
先
師
伊
藤
博
著
『
萬
葉
集
釋
注
五
』
に
は
、「『
並な

む
』
は
多
数
の
も
の

が
勢
揃
い
す
る
意
。
一
七
五
三
『
二ふ
た

並な
ら

ぶ
』
参
照
。」
と
記
し
て
い
る
。
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三
、「
二
並
ぶ
筑
波
の
山
」

巻
九
・
一
七
五
三
番
歌
は
、
高
橋
虫
麻
呂
が
先
述
の
「
大
伴
卿
」
を
案
内
し

て
筑
波
山
に
登
っ
た
時
の
「
検
税
使
、
大
伴
卿
が
筑
波
山
に
登
る
時
の
歌
一
首

幷
せ
て
短
歌
」（
一
七
五
三
～
四
番
歌
）
の
長
歌
で
、
掲
げ
れ
ば
次
の
と
お
り
。

衣こ
ろ
も
で手

常ひ
た
ち陸

の
国
の　

二ふ
た

並な
ら

ぶ
筑
波
の
山
を　

見
ま
く
欲ほ

り
君
来
ま
せ
り
と　

暑
け
く
に
汗
掻か

き
投
げ　

木こ

の
根
取
り
う
そ
ぶ
き
登
り　

峰を

の
上
を
君
に

見
す
れ
ば　

男
神
も
許
し
た
ま
ひ　

女
神
も
ち
は
ひ
た
ま
ひ
て　

時
と
な

く
雲く
も

居ゐ

雨
降
る　

筑
波
嶺ね

を
さ
や
に
照
ら
し
て　

い
ふ
か
り
し
国
の
ま
ほ

ら
を　

つ
ば
ら
か
に
示し
め

し
た
ま
へ
ば　

嬉う
れ

し
み
と
紐
の
緒を

解と

き
て　

家
の

ご
と
解と

け
て
ぞ
遊
ぶ　

う
ち
靡
く
春
見
ま
し
ゆ
は　

夏
草
の
茂
く
は
あ
れ

ど　

今
日
の
楽
し
さ

夏
の
登
山
詠
の
ル
ー
ツ
で
、「
暑
け
く
に
汗
掻
き
投
げ　

木
の
根
取
り
う
そ

ぶ
き
登
り
」
と
、
登
山
の
様
を
活
写
し
て
い
る
（
上
掲
拙
著
『
甲
斐　

万
葉
の
歌
譜
』

第
34
章
）。

「
二ふ
た

並な
ら

ぶ
」
に
つ
い
て
は
、
先
掲
『
釋
注
』
に
、

筑
波
山
は
、
西
側
の
男
体
山
（
八
七
〇
メ
ー
ト
ル
）
と
東
側
の
女
体
山
（
八

七
六
メ
ー
ト
ル
）
と
が
並
び
立
つ
の
で
い
う
。「
並な
ら

ぶ
」
は
、
多
数
の
も
の

が
勢
揃
い
す
る
「
並な

む
」（
一
七
二
〇
参
照
）
に
対
し
て
、
二
つ
の
も
の
が

並
ぶ
こ
と
を
い
う
の
が
習
い
。

と
注
し
て
い
る
。

虫
麻
呂
は
、「
上か
み
つ
ふ
さ総
の
周す

淮ゑ

の
珠た
ま

名な

娘を
と
め子
を
詠
む
歌
一
首
幷
せ
て
短
歌
」（
巻

九
・
一
七
三
八
～
九
番
歌
）
の
長
歌
一
七
三
八
に
、「
…
…
さ
し
並
ぶ
隣
の
君
は

…
…
」
と
詠
み
、「
菟う
な
ひ原

娘を
と
め子

が
墓
を
見
る
歌
一
首
幷
せ
て
短
歌
」（
巻
九
・
一
八

〇
九
～
一
八
一
一
番
歌
）
の
長
歌
一
八
〇
九
に
、「
葦
屋
の
菟
原
娘
子
の　

八や

年と
せ

子こ

の
片か
た

生お

ひ
の
時
ゆ　

小を

放ば
な

り
に
髪
た
く
ま
で
に　

並
び
居
る
家
に
も
見
え
ず

…
…
」
と
詠
ん
で
、「
並な
ら

ぶ
」
の
語
を
用
い
て
い
る
け
れ
ど
も
、「
二ふ
た

並な
ら

ぶ
」
は
、

筑
波
山
の
山
容
の
表
現
で
あ
る
の
で
、
当
面
の
考
察
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で

あ
る
。「
富
士
の
山
を
詠
む
歌
」
の
長
歌
三
一
九
の
「
並な
ま

吉よ

み
の
」
は
、
虫
麻

呂
が
筑
波
山
の
山
容
を
表
わ
す
「
二ふ
た

並な
ら

ぶ
」
の
表
現
を
基
に
考
案
し
た
枕
詞
と

考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
合
わ
せ
て
、
虫
麻
呂
が
「
筑
波
山
に
登
る
歌
一
首
幷
せ
て
短
歌
」

（
巻
九
・
一
七
五
七
～
八
番
歌
）
の
長
歌
一
七
五
七
に
、「
…
…
筑
波
嶺
の
吉よ

け
く

を
見
れ
ば　

長
き
日け

に
思
ひ
積
み
来こ

し　

憂う
れ

へ
は
や
み
ぬ
」
と
歌
い
、
形
容
詞

「
吉よ

し
」
を
用
い
て
い
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
（「
吉よ

け
く
」〈
原
文
「
吉
久
」〉
は
「
吉

し
」
の
未
然
形
の
古
形
「
吉よ

け
」
に
接
尾
語
「
く
」
が
付
い
た
も
の
）。

以
上
の
よ
う
な
自
作
の
用
語
例
を
下
地
と
し
て
、
虫
麻
呂
は
「
並な
ま

吉よ

み
の
」

の
枕
詞
を
生
み
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る

高
橋
虫
麻
呂
の
歌
の
二
例
の
「
並な

む
」
は
、
四
段
活
用
自
動
詞
の
「
並な

む
」

で
あ
る
の
に
対
し
、「
並な
ま

吉よ

み
の
」
の
「
並な
ま

」
は
、
下
二
段
活
用
他
動
詞
「
並な

む
」

の
連
用
形
「
並な

め
」
の
、
名
詞
化
し
た
「
並な
め

」
が
、「
天あ
め

」
→
「
天あ
ま

」
に
音
が

変
わ
る
の
と
同
様
に
「
並な
ま

」
と
音
韻
変
化
し
た
語
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
掲
虫
麻
呂
歌
一
七
五
三
に
、
四
段
活
用
他
動
詞

「
解
く
」
の
連
用
形
「
解
き
」
と
、
下
二
段
活
用
自
動
詞
「
解
く
」
の
連
用
形
「
解

け
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
参
考
に
な
る
。
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四
、�

二
並
ぶ
筑
波
の
山
の
国
「
常
陸
」
と
、
富
士
の
山
の
そ
び
え
立
つ

連
山
の
国
「
甲
斐
」
と

『
常
陸
国
風
土
記
』
に
は
、
新
穀
祭
の
日
の
祖み

お
や神

の
尊み
こ
と

の
宿や
ど

請こ

ひ
に
対
す
る

富
士
の
山
と
筑
波
の
山
の
対
照
的
な
反
応
を
記
し
た
説
話
が
収
め
ら
れ
て
い

る
。
虫
麻
呂
は
む
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
説
話
を
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
知

見
の
上
に
立
っ
て
、
筑
波
の
山
と
富
士
の
山
、
筑
波
山
の
あ
る
常
陸
の
国
と
、

富
士
山
の
あ
る
甲
斐
の
国
の
双
方
の
風
土
的
景
観
を
客
観
的
に
比
較
し
て
捉
え

る
目
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
常
陸
の
国
」
は
二ふ
た

並な
ら

ぶ
筑
波

の
山
が
平
野
に
突
出
し
て
い
る
国
で
あ
り
、「
甲
斐
の
国
」
は
駿
河
の
国
と
の

境
界
に
富
士
の
山
が
そ
び
え
立
つ
連
山
の
国
で
あ
る
と
の
客
観
的
認
識
が
、

「
並な
ま

吉よ

み
の
甲
斐
（
交
ひ
）
の
国
」
の
表
現
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

�

（
二
〇
一
九
年
九
月
二
十
三
日
）

　
　

注

１
ａ�

「『
な
ま
よ
み
の
甲
斐
』
考
」、都
留
文
科
大
学
研
究
紀
要
第
67
集
、二
〇
〇
八
年
三
月
、

都
留
文
科
大
学
発
行
。

　

ｂ�

「
続
『
な
ま
よ
み
の
甲
斐
』
考
」、『
文
科
の
継
承
と
展
開
』
所
収
、
二
〇
一
一
年
三

月
十
日
、
勉
誠
社
発
行
。

２　

平
成
二
十
四
（
二
〇
一
二
）
年
九
月
二
十
八
日
、
山
梨
日
日
新
聞
社
発
行
。

３　

一
九
九
六
年
十
一
月
二
十
五
日
、
集
英
社
発
行
。

４　

�『
釋
注
』
の
「
並な

む
」
の
捉
え
方
に
つ
い
て
補
足
す
る
。「
筑
波
の
岳た

け

に
登
り
て
、
丹た

ぢ
ひ
の比

真ま

人ひ
と

国
人
が
作
る
歌
一
首
幷
せ
て
短
歌
」（
巻
三
・
三
八
二
～
三
番
歌
）
の
長
歌
三
八

二
の
、「
…
…
二ふ
た
が
み神

の
貴
き
山
の　

並
み
立
ち
の
見
が
欲ほ

し
山
と　

神
代
よ
り
人
の

言
ひ
継
ぎ　

国
見
す
る
筑
波
の
山
を
…
…
」
の
表
現
の
中
の
「
並な

む
」
を
考
慮
に
入

れ
れ
ば
、「
並な

む
」
は
二
つ
以
上
の

0

0

0

0

0

も
の
が
揃
う
こ
と
を
表
わ
す
と
言
え
る
。

５　

�

甲
斐
の
国
の
連
山
を
詠
ん
だ
短
歌
や
俳
句
に
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
（
山
梨
県

立
文
学
館
所
蔵
資
料
に
拠
る
）。

　
　

・
連
山
が
い
く
重
の
円
を
描
く
中
の
甲
斐
の
国
府
の
な
が
き
町
か
な
（
与
謝
野
晶
子
）

　
　

・
芋
の
露
連
山
影
を
正
う
す
（
飯
田
蛇
芴
）

　
　

�

ま
た
、
本
稿
者
も
「
並な

ま

吉よ

み
の
甲
斐
（
交
ひ
）」
の
考
察
を
基
に
、
次
の
よ
う
な
歌

を
詠
ん
で
い
る
（
先
掲
拙
著
『
甲
斐　

万
葉
の
歌
譜
』
所
収
）。

　
　
　

四よ

も方
の
山
配
列
の
吉よ

く
幾
重
に
も
「
交か

ひ
」
な
す
甲
斐
の
う
る
は
し
き
か
な

受
領
日　

二
〇
一
九
年
九
月
三
〇
日

受
理
日　

二
〇
一
九
年
一
一
月
六
日
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